

































































































































































































































































































治初年成立としてきたが、 先にあげたように「雑歌」のなかには、 「明治十三年五月六日中村良臣大人の三十年の霊祭とて広岡別荘に人々つとひて」という詞書の和歌 あり、明治一〇年を過ぎてからも和歌が補入されているこ がわかる。
また、 「冬歌」のなかに「東京勝景ノ内東叡山木枯」と詞書があ














































 管宗次「弾琴緒歌集『桐園歌集』三種について」 （ 「武庫川国文」七十四号、平成二十二年十一月十日刊）
（２）
 木村三太郎著『浪華の歌人』 （昭和十八年四月三〇日刊、全国書房） 「弾舜平」二九九～三〇九頁。管宗次著『京大坂の文人―続々々―』 （二〇一〇年二月日刊） 「９、弾琴緒」一二五～一二八頁） ）
（３） （２）に同じ。 「弾琴緒―明治期旧派歌人による出版事業―」（４）管宗次「 『桐園詠草附録』―明治期旧派歌人の歌書」 （ 「武庫川国文」
七十五号、平成二十三年十一月十日刊）
（５） 森繁夫編・中野荘次補訂 『名家伝記資料集成』 ） （昭和五十九年二月一日刊、
思文閣出版）
（６）管宗次「弾琴緒『再撰
　
類題秋草集
　
初編』について」 （ 「武庫川女子
大学生活美学研究所」二〇号、２０１０年十一月十六日刊）
（７） に同じ。
　　
（付記）本稿をなすにあたって、 弾家菩提寺浄春寺、 弾琴緒御子孫の弾泰平氏、弾俊幸氏、弾昌子氏をはじめとする方々には御協力いただいたことを心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　
（すが・しゅうじ
　
本学教授）
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